
福
祉
除
雪

「
地
域
協
力
員
」を
募
集

冬
期
間
、
高
齢
の
方
や
身
体
に

障
が
い
が
あ
る
方
な
ど
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
、
福
祉
除
雪
を
行

う
地
域
協
力
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象

区
内
在
住
の
個
人
・
区

内
所
在
の
企
業
・
事
業
所
、
団
体
。

▽
除
雪
内
容

利
用
者
宅
の
道
路

に
面
し
た
間
口
幅
約
１．５
㍍
と
、
敷

地
内
の
間
口
か
ら
玄
関
口
ま
で
の

通
路
幅
約
８０
�
を
除
雪
（
排
雪
や

屋
根
の
雪
下
ろ
し
、
車
庫
前
の
除

雪
は
し
ま
せ
ん
）。

▽
活
動
日
時

除
雪
車
に
よ
る
道

路
除
雪
が
行
わ
れ
た
日
（
除
雪
車

が
入
ら
な
い
道
路
は
約
１０
�
以
上

の
降
雪
が
あ
っ
た
日
）
で
、
そ
の

日
の
正
午
こ
ろ
ま
で
に
終
了
。

▽
除
雪
期
間

１２
月
１
日
�
〜
来

年
３
月
２５
日
�
。

▽
活
動
費

１
世
帯
に
つ
き
２
万

１
千
円
（
ひ
と
冬
）。

▽
担
当
世
帯

利
用
者
の
住
所
を

考
慮
し
、
な
る
べ
く
近
く
の
世
帯

を
担
当
。

▽
申
込

１０
月
５
日
�
ま
で
に
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
連
絡
先
電
話
番
号
、
企
業

・
団
体
な
ど
は
代
表
者
氏
名
も
記

入
）
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
詳
細

中
央
区
社
会
福
祉
協

議
会

�（
２８１
）６
１
１
３

�（
２０８
）０
８
８
１

無
料
税
理
士
相
談

▽
相
談
日

１０
月
１２
日
�
。

▽
会
場

区
役
所
１
階
（
南
３
西

１１
）。

▽
申
込

９
月
２８
日
�
午
前
９
時

か
ら
電
話
で
。
先
着
７
人
。

申
込
・
詳
細

総
務
企
画
課
広
聴
係

�（
２３１
）２
４
０
０

区役所にお越しの際は、で
きるだけ公共交通機関をご利
用くださるよう、ご協力をお
願いします。
詳細 総務企画課交通防災・

施設担当
�２３１‐２４００（内線２０８）

年
々
患
者
数
が
増
え
続
け
て
い

る
糖
尿
病
は
、
代
表
的
な
生
活
習

慣
病
の
一
つ
で
す
。
進
行
す
る
と

腎
機
能
低
下
や
視
力
障
害
な
ど
の

合
併
症
を
引
き
起
こ
す
た
め
、
早

め
の
予
防
対
策
が
必
要
で
す
。
ぜ

ひ
、
食
生
活
や
運
動
習
慣
な
ど
の

生
活
習
慣
を
見
直
し
て
糖
尿
病
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
の
食

生
活
は
、
食
べ
過
ぎ
を
避
け
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
毎
日

規
則
正
し
く
取
る
こ
と
が
基
本
で

す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
に

は
、
毎
食
主
食
（
主
に
炭
水
化
物

を
多
く
含
む
米
や
麺
類
、
パ
ン
な

ど
）、
主
菜
（
主
に
た
ん
ぱ
く
質

を
多
く
含
む
魚
・
肉
・
大
豆
製
品

・
卵
な
ど
）、
副
菜
（
主
に
ビ
タ

ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
を
多
く
含
む
野

菜
や
き
の
こ
類
な
ど
）
を
そ
ろ
え

る
よ
う
に
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

食
事
の
量
は
、
朝
・
昼
・
夕
食
の

三
回
に
ほ
ぼ
均
等
に
分
け
、
果
物

や
牛
乳
な
ど
は
間
食
に
回
す
な
ど

し
て
一
度
に
食
べ
る
量
が
多
く
な

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
糖
尿
病
の
予
防
に
は
、

適
度
な
運
動
を
継
続
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
の
で
、
毎
日
小
ま
め
に

体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

★

★

★

★

★

毎
週
水
曜
日
に
中
央
区
役
所
分

庁
舎
六
階
食
堂
と
消
防
局
地
下
一

階
食
堂
で
「
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
」

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
九
月
二
十
一
日
�
の

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ
か
ら
副
菜
に
合

う
献
立
を
紹
介
し
ま
す
。

＜材料２人分＞
春雨 １０ｇ こねぎ １本
えのきたけ １／２袋 固形スープの素 １／２個
生しいたけ ２枚 水 １．５カップ
きくらげ ２ｇ 塩 少々

＜作り方＞
① 水で戻したきくらげ、えのきたけ、生しいたけは、
食べやすく切っておく。

② こねぎは小口切りにする。
③ 春雨はゆでて食べやすい長さに切っておく。
④ 分量の水を鍋に入れ、煮立ったら、①を入れる。
火が通ったら、固形スープの素、塩で調味する。

⑤ ③を加えてひと煮立ちさせる。
⑥ 器に盛り、こねぎを乗せる。

傷者数

１，５７３
（＋１１２）

８，７７５
（＋３８６）

死者数

２
（－２）

１６
（－１７）

発生件数

１，３０１
（＋７５）

７，２６３
（＋３３５）

中央区

札幌市

子
ど
も
・
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
地
域
・
家
庭
で
「
左
右
の
安
全
確
認
」
な
ど
声
掛
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

低エネルギーで
も、春雨やきのこを使っ
ているため満足感のあ
るスープです。

ききののここと春春雨雨のスープ
〔エネルギー３０kcal 塩分１．１g〕

交交通通事事故故発発生生件件数数

～～区区役役所所へへはは公公共共交交通通機機関関でで
おお越越ししくくだだささいい～～

※平成１７年８月１１日現在
（ ）は前年比

健健
康康
レレ
シシ
ピピ

糖糖
尿尿
病病
をを
予予
防防
すす
るる
食食
事事

第
３
回

8中央

９月１１日からの内容です

2005―��―広報さっぽろ


